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日立市内の芸術作品③　樫村 白圭 《鵜》　1965年頃　日立市郷土博物館蔵

十王町山部出身の樫村白圭は、昭和初期から日本美術院に作品を発表していた日本画家です。

■5月の常議員会／部会会議を開催

■商工会議所の動き（5月）／商業振興活動支援事業

■優良土産品店／新ふるさと日立検定

■日立商工会議所女性会

■相談所だより

　経営安定特別相談室／融資制度のご案内

■中小企業のセキュリティー対策

■リレー随想（その215：㈱多賀工事社  大神田 正浩氏）

■会 員 探 訪（第118回 ㈱クシダエンタプライズ 河内 章利氏）
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　会議室使用について／役員議員紹介『素顔』／
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伴走型小規模事業者支援推進事業伴走型小規模事業者支援推進事業

　当所では6月1日からクールビズ運動を実施し、ノーネ
クタイで執務させていただいています。
　また、会館の温度を28℃とさせていただきますので、
ご理解を賜りますようお願いいたします。

クールビズ運動を実施していますクールビズ運動を実施しています

ご覧になるにはＩＤ・パスワードが必要になります。
問合せ：経営支援課

鈴木昇
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5
月
の
常
議
員
会

　５
月
31
日
、
当
所
で
常
議
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　協
議
に
先
立
ち
、
日
立
労
働

基
準
監
督
署

　谷
渉
署
長
か
ら

『
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
』を
テ

ー
マ
に
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

　協
議
事
項
で
は
４
月
の
新
入

会
員
（
別
記
）
を
承
認
。
次
に
、

当
所
の
常
議
員
補
欠
選
任
に
つ

い
て
協
議
し
承
認
し
ま
し
た
。

こ
の
補
欠
選
任
は
企
業
等
の
人

事
異
動
に
伴
う
も
の
で
、
竹
野

下
靖
氏
（
日
立
電
鉄
交
通
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社

　総
務
部
長
）

を
新
し
く
常
議
員
に
選
任
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
茨
城
県
商
工

会
議
所
連
合
会
政
策
委
員
会
へ

の
当
所
の
提
言
・
要
望
事
項（
別

記
）を
協
議
し
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
所
の
珠
算
能
力
検
定

試
験
委
員
に
つ
い
て
協
議
し
委

嘱
を
承
認
し
ま
し
た
。

　報
告
事
項
で
は
、
小
沼
文
化

産
業
部
会
長
か
ら
「
救
命
教
室

事
業
」、
鈴
木
専
務
理
事
か
ら

「
特
別
講
演
会
の
開
催
」
と
「
ク

ー
ル
ビ
ズ
の
実
施
」
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
五
来
メ
ッ
キ

（
電
気
メ
ッ
キ
業
）

　宮
田
町
３
５
８
４－

40

大
寛
工
務
店（
型
枠
業
）

　高
鈴
町
４－

12－

63

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ 

Ａ
Ｉ
Ｒ

（
美
容
業
）

　東
多
賀
町
５－

10－

12

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｏ 

Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ（
飲
食
業
）

　大
み
か
町
２－

24－

５

工業・建設業・金融財務業部会　部会会議を開催

副部会長

稲川　修氏
株式会社日立製作所
日立事業所 庶務課長

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介
別記

５
月
14
日（
月
）

副部会長

斎藤 則夫氏
株式会社岡部工務店

常務取締役

５
月
16
日（
水
）

副部会長

栗田 敏道氏
茨城県信用組合
日立支店長

副部会長

古池 克典氏
株式会社東日本銀行

日立支店長

６
月
１
日（
金
）お宅の屋根は

大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）

商業振興活動支援事業

日立商工会議所の動き5月5月
5月 7 日 ボランティアガイドとの懇談会

5月 9 日　 会頭杯野球大会　実行委員会

5月10日　 正副会頭会議

5月11日　 無料法律相談

5月14日　 工業部会　正副部会長会議・部会会議

5月16日　 建設業部会会議

 女性会　第41回通常総会

5月17日　 観光委員会

5月20日　 会頭杯野球大会予選試合（外1回）

5月24日　 珠算振興委員会

 日立創業支援ネットワーク会議

 ドリンクラリー実行委員会

5月25日 文化産業部会　救命教室・正副部

 会長・運営委員合同会議

5月29日 ひたち立商塾会議

 商業部会　議員協議会

5月30日 観光環衛業部会　議員協議会

5月31日 常議員会

   TO THE NEXT STAGE 

 

 

  

　商業部会では、商店会等が行う市内商業、商店街の活性化や商業活動販売促進事業及び空き店舗
　対策事業等を支援します。

《補助対象者》
　日立市内の商店街振興組合、日立市内の事業組合、日立市内の任意の商店街組織（商店会）、商店
　街地域内のコミュニティ（組織グループ）、複数の商工会議所会員事業所で構成された共通の目的
　を持つ組織グループ

《補助対象経費》
　専門家謝金（旅費含む）、事務経費（会議費、会場借用料、会場整備費、機材レンタル料等）
　※資産の保全向上や飲食・賞品に該当するものは対象外
　※事業終了後のものも可

《補助率/補助限度額》
　補助対象経費の総額の2/3以内（限度額15万円）
　※商業部会議員協議会で内容、補助金額等を審査します。

《申し込み、問合せ》
　申請書、事業計画書、事業予算書等関係書類などをご用意後、商業観光課までお申し込みください。
　商業観光課　ＴＥＬ22－0128

　当所で3部会の部会会議を開催し、各部会の副部会長を選任しました。この選任は事業所の人事異動に
伴うもので、任期は平成31年10月31日までとなっています。各部会の開催日と副部会長は下記の通り。

1．小規模事業者の経営力向上と支援体制の強化について
（1）小規模事業者の経営力向上支援
　　地域経済の振興発展を図るためには、それを支える小規模事業者の持続的な経営安定が重要であり、商工会議所はその支援機関
　の中核として大きな役割を担っている。このことから、経営発達支援計画による伴走型事業や小規模事業者持続化補助金をはじめ
　とした小規模事業対策予算と実務にあたる経営指導員等補助対象職員人件費の安定的な確保を図られたい。
2．観光資源の利活用による産業振興について
（1）海洋観光資源の環境整備促進
　　近年、海岸線の侵食が激しく砂浜が消失した現状から、海水浴客をはじめとした観光客が激減しており、海洋レジャーの拠点とし
　ての活用を図るため同海岸区域の砂浜の早期の復元整備を図られたい。また、東日本大震災以降建設された防波堤のため、海岸近隣
　からの眺望が悪くなり、砂浜に出ないと海が望めない状態であり、観光資源としての価値が下がらないような対策を講じられたい。
3．地域の発展を支える交通機能の整備推進について
（1）県北幹線道路の整備促進
　　「県北臨海都市圏都市交通戦略」を更に推進し、慢性化する渋滞の緩和と地域防災道路としての機能強化を図るため、南北の広域
　幹線道路の整備促進を加速されたい。
（2）常磐線の利便性向上
　　東北地方と本県との交通アクセスの早期の全区間開通に努められたい。また、現行、高萩発5時45分の特別急行の時刻を繰り上げ、
　同便の上野駅７時前到着と品川駅までの延伸について図られたい。

市内商業・商店街の活性化につながる事業を支援します。市内商業・商店街の活性化につながる事業を支援します。

工

業

部

会

建
設
業
部
会

金
融
財
務
業
部
会

平成30年度県連政策委員会への要望事項（別記：※抜粋）
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　５
月
16
日
、
当
所
で
日
立
商
工

会
議
所
女
性
会
第
41
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

弓
野
会
長
は
じ
め
60
名
（
内
委
任

状
提
出
者
21
名
）
の
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
弓
野
会
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
来
賓
の
秋
山
光
伯
会

頭
、
青
年
部
関
政
明
会
長
か
ら
の

祝
辞
の
後
、
弓
野
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　審
議
で
は
平
成
29
年
度
事
業
報

告
な
ら
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
、

創
立
40
周
年
記
念
事
業
報
告
な
ら

び
に
特
別
会
計
収
支
決
算
承
認
の

件
及
び
平
成
30
年
度
事
業
計
画

（
案
）
な
ら
び
に
収
支
予
算
（
案
）

決
定
の
件
に
つ
い
て
順
次
審
議
し
、

原
案
通
り
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。　次

に
役
員
改
選
に
入
り
、
新
会

長
に
名
倉
敏
子
氏
（
株
式
会
社
ア

ト
リ
エ
新
樹
）
が
満
場
一
致
で
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
選
任
さ

れ
た
役
員
の
任
期
は
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　審
議
終
了
後
、
会
長
を
退
任
す

る
弓
野
孝
子
氏
に
名
倉
新
会
長
か

ら
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

名
倉
新
会
長
挨
拶

　「
諸
先
輩
方
が
受
け
継
い
で
き

た
「
一
人
一
品
持
寄
り
運
動
」
や

「
さ
く
ら
ま
つ
り
で
の
桜
茶
無
料

配
布
」
な
ど
の
事
業
や
、
様
々
な

分
野
に
対
す
る
歴
史
と
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
新
体
制
と
な
っ
た
41

名
の
役
員
を
中
心
に
、
会
員
交
流

の
機
会
を
増
や
し
、
楽
し
ん
で
参

加
で
き
る
充
実
し
た
事
業
の
計
画

を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
年

間
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
、

今
年
度
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会 

第
41
回
通
常
総
会
を
開
催

会
長
に
名
倉 

敏
子
氏
を
選
任

　わたしたち商工会議所女性会は、リーダーとして、凛と信をもって連帯し、平和で心豊かな社会

を築きましょう。 

一、 リーダーとは、高い志をもって、自己の変革・向上を目指すことです。

二、 凛とは、情熱・勇気をもって行動し、社業の発展に努め、地域社会に貢献することです。

三、 信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良き伝統・文化を愛し、次の世代に継承することです。

四、 連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を内外に広げることです。 

平成29年度の主な事業

商 工 会 議 所 女 性 会 活 動 指 針

６月22日　懇談会　当会社会福祉事業と日立市社会福祉協

議会事業について

７月12日　茶話会　正副会長と入会10年未満会員との茶話

会

９月11日　講習会　「あなたは乳がん検診を受けていますか？

　　　　　　　　　 ～乳がん体験者からのメッセージ～」

12月11日　講演会　若手後継者育成事業

               女性経営者交流シンポジウム

               「生涯現役！凛と美しく生きるには」

２月６日　創立40周年記念式典・祝賀会

３月28日　一人一品持寄り運動　商品寄贈

第1630号　（毎月20日発行） 平成30年6月20日　④

　当所では、市民などが土産品等を安心して購入出来るよう「優良土産品推奨店」事業を実施しています。
　この事業は、日立市内で土産品等を販売する優良な店舗に当所が推奨状を授与し、販売促進や販路拡大を
支援しているものです。
◆推奨対象：当所会員で市内営業実績１年以上の土産品等販売店
◆推奨期間：３年間（更新有り）
◆登 録 料：１店舗２万円（申請後審査会で審議し登録）
◆申　　込：随時
◆問 合 せ：商業観光課

有限会社茶の花月園
　日立市千石町2-3-8 茶・海苔・菓子
菓子工房理香
　日立市田尻町7-17-16 菓子
しらすパーク
　日立市留町2111-1 海産物
有限会社運平堂
・大みか本店
　日立市大みか町1-6-7 菓子
・多賀店
　日立市千石町2-4-33 菓子
・日立店
　日立市幸町1-7-17 菓子
株式会社菓匠たけだ　
・田尻店
　日立市田尻町5-14-3 菓子
・鮎川店
　日立市鮎川町2-7-1 菓子
はぎ屋旅館
　日立市水木町1-1-15 かじめ関連商品・菓子

森島酒造株式会社
　日立市川尻町1-17-7 酒
ひたち南ドライブイン
　日立市大和田町2173 鮮魚・海産物・菓子
有限会社寿々木アロエ苑
　日立市弁天町1-1-21 健康食品
大川屋
　日立市久慈町3-3-20 海産物
石井食品
　日立市諏訪町1-8-22 蒟蒻・ところてん
合資会社小川屋酒店
　日立市弁天町1-10-4 酒
有限会社大髙かおる堂
　日立市川尻町5-16-10 菓子
有限会社菊水食品
　日立市東大沼町4-29-11 納豆
アトリエマドレーヌ
　日立市国分町3-2-28 菓子
パティスリーましぇり
　日立市本宮町4-1-10 菓子
味噌蔵みずきの庄
　日立市水木町1-20-24 味噌・味噌加工品
グランイル
　日立市多賀町2-5-12 菓子

優 良 土 産 品 店 を 推 奨 し ま す

優良土産品推奨店

新 ふるさと日立検定
試験日　平成31年1月26日（土）

www.hitachicci.or.jp/hitachikentei

日立商工会議所

■試 験 日　平成31年1月26日（土）
■受 験 料　一　般　　 1,000円
　　　　　　中学生以下 　500円
■試験会場　日立商工会議所会館
■申込期間　平成30年11月12日（月）～
　　　　　　平成31年 1 月11日（金）
■問 合 せ　商業観光課

公式テキストブック発売中
各1,000円（税込）

新ふるさと日立検定の日程が決まりました。新ふるさと日立検定の日程が決まりました。
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　５
月
16
日
、
当
所
で
日
立
商
工

会
議
所
女
性
会
第
41
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

弓
野
会
長
は
じ
め
60
名
（
内
委
任

状
提
出
者
21
名
）
の
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
弓
野
会
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
来
賓
の
秋
山
光
伯
会

頭
、
青
年
部
関
政
明
会
長
か
ら
の

祝
辞
の
後
、
弓
野
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　審
議
で
は
平
成
29
年
度
事
業
報

告
な
ら
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
、

創
立
40
周
年
記
念
事
業
報
告
な
ら

び
に
特
別
会
計
収
支
決
算
承
認
の

件
及
び
平
成
30
年
度
事
業
計
画

（
案
）
な
ら
び
に
収
支
予
算
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案
）

決
定
の
件
に
つ
い
て
順
次
審
議
し
、

原
案
通
り
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。　次

に
役
員
改
選
に
入
り
、
新
会

長
に
名
倉
敏
子
氏
（
株
式
会
社
ア

ト
リ
エ
新
樹
）
が
満
場
一
致
で
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
選
任
さ

れ
た
役
員
の
任
期
は
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　審
議
終
了
後
、
会
長
を
退
任
す

る
弓
野
孝
子
氏
に
名
倉
新
会
長
か

ら
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

名
倉
新
会
長
挨
拶

　「
諸
先
輩
方
が
受
け
継
い
で
き

た
「
一
人
一
品
持
寄
り
運
動
」
や

「
さ
く
ら
ま
つ
り
で
の
桜
茶
無
料

配
布
」
な
ど
の
事
業
や
、
様
々
な

分
野
に
対
す
る
歴
史
と
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
新
体
制
と
な
っ
た
41

名
の
役
員
を
中
心
に
、
会
員
交
流

の
機
会
を
増
や
し
、
楽
し
ん
で
参

加
で
き
る
充
実
し
た
事
業
の
計
画

を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
年

間
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
、

今
年
度
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会 

第
41
回
通
常
総
会
を
開
催

会
長
に
名
倉 

敏
子
氏
を
選
任

　わたしたち商工会議所女性会は、リーダーとして、凛と信をもって連帯し、平和で心豊かな社会

を築きましょう。 

一、 リーダーとは、高い志をもって、自己の変革・向上を目指すことです。

二、 凛とは、情熱・勇気をもって行動し、社業の発展に努め、地域社会に貢献することです。

三、 信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良き伝統・文化を愛し、次の世代に継承することです。

四、 連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を内外に広げることです。 

平成29年度の主な事業

商 工 会 議 所 女 性 会 活 動 指 針

６月22日　懇談会　当会社会福祉事業と日立市社会福祉協

議会事業について

７月12日　茶話会　正副会長と入会10年未満会員との茶話

会

９月11日　講習会　「あなたは乳がん検診を受けていますか？

　　　　　　　　　 ～乳がん体験者からのメッセージ～」

12月11日　講演会　若手後継者育成事業

               女性経営者交流シンポジウム

               「生涯現役！凛と美しく生きるには」

２月６日　創立40周年記念式典・祝賀会

３月28日　一人一品持寄り運動　商品寄贈
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　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。
受注・販売不振、手形の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早
めに『経営安定特別相談室』にご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再

建の見込みがある企業については関係機関との

協力により再建の方策を講じるなど倒産を未然

に防止することを目的に設置されているのが

「経営安定特別相談室」です。相談室では商工調

停士等の専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決

に向けての相談・アドバイスを行ないます。商

工調停士は、当所会頭から委嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただ

くとともに相談アドバイスに必要な資料の提出

をお願いしています。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経 営 安 定特別相談室

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。

中元資金の準備は計画的に！中元資金の準備は計画的に！中元資金の準備は計画的に！
材料・商品の決済や夏季賞与等、通常に比べて大きな資金が必要になる
時期ですので、お早目にご相談ください。

自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度
【自治金融】
○限　度　額　1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　原則不要
　利率1.01％（平成30年6月1現在）
【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　必要に応じて徴求
　利率1.11％（平成30年6月1日現在）

※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証・担保　原則不要
　利率1.11％（平成30年6月1日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内（十王町地区は除く）で1年以上継続して同一

事業を営んでおり、税務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受けている方

○従業員20名以下（商業・サービス業は5人以下）の小規

模事業者の方

○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

○許認可、登録等の必要がある業種は、既に許認可登録を

受けていること。

※年利1.1％の利子補給が受けられます。

さ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
つ
に
「
委

託
先
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

ま
で
考
慮
す
る
」
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
取
り
組
み
の
具
体
例
も
挙
げ
て

い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

　業
務
の
一
部
を
外
部
に
委
託
す

る
場
合
は
、
委
託
先
で
も
少
な
く

と
も
自
社
と
同
等
の
対
策
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
契
約
書
に
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
委

託
先
の
責
任
範
囲
や
実
施
す
べ
き

対
策
、
再
委
託
の
取
り
扱
い
な
ど

を
明
記
し
、
合
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
委
託

先
を
訪
問
し
、
対
策
の
実
施
状
況

を
確
認
す
る
。

　Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム（
電
子
メ
ー
ル
、

ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ
ー
、
フ
ァ
イ
ル
サ

ー
バ
ー
、
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
）
に
関
す
る
技
術
に
詳
し

い
人
材
が
い
な
い
場
合
に
は
、
外

部
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
が
、

コ
ス
ト
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
と
の
両
面
か
ら
有
利
な
と
き

が
あ
る
。
た
だ
し
、
無
償
の
外
部

サ
ー
ビ
ス
な
ど
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
策
を
求
め
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
や
、
有
償
で
あ
っ
て
も
個

別
契
約
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

の
責
任
や
対
策
を
規

定
す
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
も
あ
る
の
で
、

利
用
規
約
や
サ
ー
ビ

ス
に
付
随
す
る
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
な
ど
を
確
認
し
た

上
で
選
定
す
る
よ
う

経
営
者
は
担
当
者
に

指
示
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　な
お
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
「
委
託
契

約
書
機
密
保
持
条
項

サ
ン
プ
ル
」
を
提
供

し
て
い
る
。
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
対
す

　独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）が
先
頃
公
開
し
た

「
Ｉ
Ｔ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
業

務
委
託
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

イ
ン
シ
デ
ン
ト
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、

情
報
通
信
業
以
外
の
委
託
元
は
過

半
数
が
、
実
施
す
べ
き
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
仕
様
書
な
ど

で
委
託
先
に
明
示
し
て
お
ら
ず
、

特
に
、
製
造
業
で
は
71
・
１
％
、

卸
売
・
小
売
業
で
72
・
２
％
と
顕

著
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
委
託
契
約

に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

上
の
責
任
範
囲（
責
任
分
界
点
）が

分
か
ら
な
い
と
回
答
す
る
割
合
が
、

委
託
元
、
委
託
先
と
も
最
多
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
。
委
託
元
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
対
す
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
意
識
の
不
足
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。

　し
か
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

上
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
影
響
は
、

直
接
の
被
害
組
織
だ
け
で
な
く
、

複
数
の
関
係
者
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
り
、
看
過
で
き
な
い

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　今
後
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上

で
要
求
さ
れ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

要
件
を
ク
リ
ア
し
な
い
と
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
加
わ
る
こ
と
が
で

き
な
い
、
あ
る
い
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
か
ら
排
除
さ
れ
て
し
ま

う
可
能
性
も
出
て
く
る
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。
委
託
元
と
も
委
託
先

と
も
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
中
小
企

業
は
、
い
ず
れ
の
立
場
に
お
い
て

も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　Ｉ
Ｐ
Ａ
が
２
０
１
６
年
に
公
開

し
た
「
中
小
企
業
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以

下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
に
は
、
経

営
者
が
認
識
す
べ
き
３
原
則
が
示

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
検
討

す
る
上
で
参
考
と
し
て
ほ
し
い
。

詳
し
く
は
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（h
ttp
s:// w

w
w
.ip
a
.g
o
.jp
/

s
e
c
u
r
ity
/
k
e
ih
a
ts
u
/
s
m
e
/

g
u
id
e
lin
e
/

）
で
確
認
し
て
ほ
し

い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理

　
　
　
　推
進
機
構
・
江
島
将
和
）

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

外
部
委
託
先
ま
で
考
慮

－13－

責
任
範
囲
を

　
　契
約
書
に
明
記

認
識
不
足
浮
き
彫
り
に
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